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平成29年5月24日
廃炉検討委員会委員会引き継ぎ　案
委員長　宮野　廣
①　担当する委員会のミッション（毎年各委員会が活動すべき事項）
（１）福島第一原子力発電所の廃炉に向けての政府及び事業者の活動が安全、かつ円滑に進められ、地元の復興に結びつくよう、課題の抽出と対応策の検討など専門性を活かした活動を行う。
（２）「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」(学会事故調)の提言・課題のフォローも併せて実施する。
②　担当する委員会の平成２8年度の活動実績

（１）廃炉検討委員会
廃炉検討委員会を4回開催した。
	回
	開催日
	主な議事内容

	第10回
	2016/5/18
	・廃棄物検討分科会設置、運営タスクチーム設置
・エネ庁/NDF主催「第1回福島第一廃炉国際フォーラム」報告
・3月6日廃炉委シンポジウム報告
・分科会の活動状況

	第11回
	2016/7/21
	・秋の大会廃炉委セッションの計画
・NDF戦略プラン2016の紹介
・専門委員会関係の活動紹介（トリチウム水タスクフォース）
・分科会の活動状況

	第12回
	2016/12/27
	・秋の大会廃炉委セッション報告
・3月11日 １Ｆ廃炉シンポジウム（一般向）計画
・春の大会廃炉委セッション案
・2017年度廃炉委活動計画
・分科会の活動状況

	第13回
	2017/3/22
	・福島復興/廃炉推進に貢献する学協会連絡会情報交換会(1月 26日)報告
・3月11日 １Ｆ廃炉シンポジウム報告
・春の大会廃炉委セッション（3月 28日）計画
・水化学部会、燃料デブリ専門委員会活動報告
・NDF主催 第2回１Ｆ廃炉国際フォーラム（7月 2-3日）紹介
・分科会の活動状況


（２） 幹事会の活動及び運営タスクチームの設置
　廃炉委の活動の方向性、運営等について検討するため、本年度に幹事会を３回開催した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は参考資料　１項　参照）
　また、廃炉委及び幹事会の運営を円滑に進めるため、運営タスクチームを新たに設けた。
（３）分科会

個別課題については分科会で取り組むことにしており、平成28年度は、新たに「廃棄物検討分科会」を設置するとともに事故課題フォロー分科会の下に「事故進展に関する未解明事項フォローＷＧ」を設置し、次の5分科会で活動を行った。
(a)事故課題フォロー分科会：主査　山本章夫(名古屋大学)
「事故進展に関する未解明事項フォローＷＧ」：主査　越塚誠一（東京大学）

(b)ロボット分科会：主査　大道武生(名城大学)
　　H27年度に設置した「ロボットWG」は、提言書をまとめて活動を終了した。
(c)建屋の構造性能検討分科会：主査　瀧口克己(東京工業大学名誉教授)
(d)リスク評価分科会：主査　山口彰(東京大学)
(e) 廃棄物検討分科会：主査　柳原敏(福井大学)

（４）情報発信・コミュニケーション
　　秋の大会、春の年会に加え、原子力学会を軸に2016年5月に設立された「福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会(ANFURD)」を情報発信・コミュニケーションの場として活用している。なお；
・秋の大会では　福島第一の廃炉に関連する各組織の研究成果報告と意見交換
・春の年会では　廃炉委の活動状況・成果報告および検討の方向性に関する議論

を主に行うこととしている。
1)秋の大会、春の年会
・秋の大会中の2016年9月9日午後、廃炉検討委員会セッション
「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会活動報告　-廃炉の安全・円滑な実施に向けて- 」
を実施した。　                               （詳細は参考資料　2項　参照）
　・また、春の年会中の2017年3月28日午後、廃炉検討委員会セッション
     「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会活動報告 」 を実施した。
2)福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会(ANFURD)情報交換会

2017年1月26日　東京大学（武田ホール）でANFURD情報交換会が行われ、廃炉委から宮野委員長が「日本原子力学会の福島第一廃炉への支援活動　–廃炉の安全・円滑な実施に向けて　廃炉の現状と課題- 」をテーマに基調講演を行った。

また、デブリ取り出しロボット、廃炉機器耐放射線性、オフサイトの課題、人材育成等をテーマにした意見交換を行った。
3)春のシンポジウム

福島第一事故後6年を迎える3月11日に一般向けのシンポジウムを開催した。今回は

廃炉に関して社会の関心が高い事項を中心に現状と課題について情報発信するととも
に、ロボット学会と原子力学会が共催した燃料取り出しへの適用技術を対象とするロ
ボットコンペにつき講演と表彰式を行った。
4)外部機関の研究成果等の聴取と意見交換
　  福島第一の廃炉に関連する外部機関の研究成果等の聴取と意見交換は、廃炉委で行うとともに、秋の大会およびANFURDの場を活用した。

5)部会、連絡会等との連携
　 福島第一廃炉に関連する部会等のうち、本年度は核燃料部会、燃料デブリ専門委員会、
水化学部会、トリチウム水タスクフォースから研究成果の聴取と意見交換を廃炉委で
行った。
（５）期末報告書

廃炉検討委員会の期末報告書を毎年度末にまとめ、学会に提出することにしており、平成28年度版を作成した。(報告書は省略)
③　担当する委員会の平成２9年度へ引き継ぐ事項リスト（継続検討事項、懸案事項等）

（１）平成29年度の課題
　次年度への課題と注力事項は以下と考えられる。
1)廃炉委
　　　廃炉委の開催を1回/2-3カ月で継続する。
2)国際会議
　　　第２回福島第一廃炉国際フォーラム(2017年7月　METI/NDF主催)に参加し、

　　　廃炉委の活動紹介と意見交換を行う。
3)秋の大会、春の年会の廃炉委セッション
　　　2017年9月の秋の大会、2018年3月の春の年会廃炉委セッションについて計画を作成する。

  4) 春のシンポジウム

      一般向けのシンポジウムについて計画を作成する。

5)分科会
　　　分科会の検討結果を中期スパンで　技術報告書または提言の形で発信していく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　参考資料

１．H28年度　幹事会実施状況
	回
	開催日
	主な議事内容

	第7回
	2016/5/9
	・廃棄物検討分科会設置
・運営タスクチーム設置
・3月6日廃炉委シンポジウム報告
・秋の大会の廃炉委セッション計画

	第8回
	2016/7/5
	・事故進展に関する未解明事項フォローＷＧ設置
・秋の大会の廃炉委セッション準備

	第9回
	2016/11/10
	・廃炉委の今後の活動方向
・2016年度内活動
　　春の年会企画セッション、一般向けシンポジウム
・2017年度活動計画


２．2016年　原子力学会秋の大会＊　廃炉委企画セッション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016年9月9日午後
「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会活動報告　
-廃炉の安全・円滑な実施に向けて- 　　」
	　プログラム

	　①挨拶（宮野委員長）
　②福島第一原子力発電所廃炉の進捗状況と戦略プラン(NDF福田氏)
　③ＩＲＩＤの研究開発の現状 (IRID吉澤氏)
　④廃炉のリスク分析とリスク管理について（山口リスク評価分科会主査）
　⑤放射性廃棄物管理シナリオの分析について（柳原廃棄物検討分科会主査）
　⑥事故提言フォロー分科会の活動について（山本事故提言フォロー分科会主査）
　⑦建屋構造健全性評価分科会の活動（瀧口建屋構造健全性評価分科会主査）
　⑧全体討論
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